
　２０１１年９月２４日、国際基督教大学（ICU）

高等臨床心理学研究所と宮城学院女子大学（MG）

発達科学研究所のジョイントプロジェクトとし

て、「震災復興心理・教育臨床センター」が開設さ

れ、付表に示す事業が、毎月２回の土曜日（10:00

〜17:00）、本学を会場に実施されています。

 昨年１０月から１２月の３か月の間に、計６回、

付表の事業を実施し、７０名を超える利用者があ

りました（その他、学外機関からの講師派遣依頼

２件）。

　具体的な事業の内容は、被災地の中核病院で心

理士として働く卒業生や、スクールカウンセラー

として働く卒業生などを対象としたスーパーバイ

ズと、本学学生や卒業生、あるいはその同僚など

を対象とした心理・教育セミナーの開催です。

 これらの事業で明らかになってきたことは、以

下の３点です。

（１）被災者の支援を行っている支援者自身（心理

士、保育士、教師等）が、２次的、３次的心的外

傷を負っている場合があること、また、彼らが単

なるスーパーバイズを受ける機会ではなく、心の

重荷を下ろすことのできる居場所を必要としてい

ること。

（２）卒業後、保育士、教師、心理士を目指す学生

の間に、被災者支援のための心理・教育に対する

高いニーズが存在すること。

（３）直接被災しなかった学生の中に、心理的ケア

が必要なほどの強い罪悪感に苛まれている学生や、

過覚醒の学生がいること。

　特に、３点目に関しては、被災地のボランティ

ア先で、自分が思い描いたような活動ができなか

った学生や、やや強迫的にボランティア活動に参

加している学生については、大学としても配慮が
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必要であることを実感しました。

　また、これらの事業を行うに当たっては、小谷

英文教授（本センター・オーガナイザー）をはじめ

とするICUの先生方のお力に負うところが大き

く、そのご尽力に、心から感謝申し上げます。な

お、本センターのWebサイトがほぼ整いました。

今後の活動予定などにつきましては、以下のweb

（http://ejcenter.wordpress.com/）をご参照下

さい。

<セミナー等の紹介>

　卒業後、保育士、教師、心理士を目指す学生を

対象に、「教育的対話」、「SET（自我起動鍛錬プ

ログラム）」のセミナーや、「サポートグループ」な

どのプログラムを行いました。

１．教育的対話セミナー

　教育的対話とは、児童・生徒（子ども）と教師（親）

の間で、情報とそれに伴うエネルギーとしての感

情の交換が円滑に行われている状態をさすもので

す。このような対話の中では、私たちは能動的に

心を動かし、自分自身であることを身体全体で感

じることができます。また、このような対話を通

して、身体的な不調を引き起こすことなく、日常

的な葛藤に耐える力を増大させることができます。

教育的対話セミナーは、定例プログラムとして実
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施されています。継続的に参加いただくと、より

深い学びを体験できます。

２．SETセミナー

　児童・生徒（子ども）と話をしている時、あるい

は援助を求める人たちと短い時間言葉を交わす時、

言葉は通じているのに、なぜか、相手に気持ちが

届いていない、伝わっていないと感じることがあ

ります。そのような時、発話している人の心が動

いて、その感情が相手に伝わることで、対話の空

間はより広がりをもつようになり、相手の心に響

く対話になります。 このように、自分の心を動

かす実感をもって対話ができるようになる能力を

育て鍛える訓練が、SETです。このセミナーでは、

映画の一場面のスクリプトを用いて、体験的にそ

のスキルを学びます。先に紹介した教育的対話セ

ミナーと一緒に参加いただくことで、より効果的

な学習が可能となります。

３．サポートグループ

　PTSDあるいはその心配、ストレス反応やうつ

の慢性化の心配のある方へのグループ・セラピィ

です。比較的固定したメンバーで、安心できる環

境を構成し、定期的にこのグループに参加してい

ただくとで、心の重荷を降ろしてもらうことをね

らいとしています。

４．その他のプログラム

　今後、利用者のニーズに応じて、その他のプロ

グラムも実施する予定です。例えば、PTSDの症

状を示す幼児のための家族療法などです。また、

個別のスーパーバイズ・コンサルテーションも行

っています。保育士、教師、養護教諭、ソーシャ

ルワーカー、ボランティアリーダーなど、さまざ

まな領域でご活躍の卒業生の皆さん、教職員の皆

さんにも、今後ともご活用いただければ幸いです。

なお、個別の相談は、rinsho-center@mgu.ac.jp

までお寄せ下さい。

付表　震災復興心理・教育臨床センターの事業

-----------------------------------------

１．被災者相談

　個人（児童・生徒・学生、保護者、保育士、教師、

看護師、心理士等）、幼稚園、保育所、学校等を

対象とした相談（心理臨床・発達臨床、精神看護

臨床、その他）

２．研修会等の開催

　教師等を対象とした被災者・支援者心理教育、

心理士等を対象とした被災心的外傷対応・治療技

法研修会の開催。

３．その他

　ニューズレター、パンフレット等の刊行物の発

行。その他、前項の目的を達成するために必要と

認められる事業。

-----------------------------------------

※　海外の支援者の皆様に分かりやすいように、

センターの英文名称は、East Japan Center for 

Free Clinical- Educational Serviceと致しまし

た。
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